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論文 内 容の要 ~ 
Eヨ

バンド模型の立場からその磁気的性質が説明出来る金属クロムのスピン系の転移点近傍での振

舞いを中性子の散乱を用いて研究した。エネ Jレギー解析をしない方法で， 臨界散乱を測定し

Omstein-Zernike の相関関数を用いて解析し， ，*日関範囲及びその温度変化を決める事が出来た。

その結果は r(Ql1) =0.70士Oム r(Ql) =0.54士 0.2 で今までに得られている理論値や他の物質で

の実験値に比べて，温度変化が異常に小さい。

又 T.O.F. 法を用いて散乱中性子のエネノレギーを解析した結果スピン波によく似た干渉性非弾

性散乱のモードが観測され， その Dispersion Relation Curve が得られた。 勾配は 46士 15me

VA で，乙のモードは既成の概念では説明出来ないものである。 ただ 7 の値が異常に小さく観

測されたのは，との干渉性非弾性散乱の影響によるものと思われる。

論文の審査結果の要旨

クロムば 39.5
0

C 以下では，磁気能率の大きさがサイン型に振動するいわゆるサイン型磁気構

造をもっている。その原因は，現在ではスピン密度波モデノレによって良く説明されると考えられ

ている。乙のモデノレの特長は磁気を帯びた不対電子がバンド電子であり，その結果観測される磁

気的性質はクロムに特有なバンド構造によって説明される。

角田君は， 乙のような特殊な性質をもった Cr で， 中性子の臨界点付近の散乱を観測し，固

有な分散関係を見出した。乙の分散関係は，反強磁性超構造を示す逆格子点の付近に現われ，磁

気変態点の付近に極大を示す乙とから，一種のスピン波によるものと推定される。又乙の分散関
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係は長波長側で 46 士 15meVA の傾きをもっており， この価は Fe Ni 等の一般の磁性体のスピ

ン波，格子波のそれと殆んど同程度の価である。 -.:;z， その性質はすべての点で Ni の臨界点付近

での性質に極似している。乙のことは Ni も又ノf ンド電子が磁性の原因となっていることから理

解できる。

このように Cr でスピン波が観測されたととは理論的にも有意義あるといえよう。

Cr の中性子散乱の実験は磁気散乱振巾の小さい乙と，変態が一次であること， 磁性の原因が

バンド電子である乙と等から極めて困難であるとされていた。角田君は十分大きくかっ完全な単

結晶資料を作り，又 focassing 法， filter 法等の中性子散乱技術を駆使し，遂に分散関係を観測

した。がこのことは我が国ではもっと容易な物質での格子振動の分散関係すら満足に観測されて

いないことを考えれば，実験技術上，きわめて大きい進歩をもたらしたものと評価できる。

以上の理由から，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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